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1主 題設 定 の理 由

科学技術 の進歩や経済の発展 に伴 い,情 報化,国 際化s高 齢化等 が進展 し,人 々の価 値観や

生活様式 は多様化 して きた。 しか し,こ れ まで の高校教育で は,画 一的 な教 育課程 を編成 ・実

施 したり,一 ・斉指導方式の授 業 を行 った りしてきた傾 向が あ る。 また,進 路 指導に当た っては

偏差値に偏 った指導 をす ることが多 く,一 人一人の生徒 の特性 に応 じた指導やそれぞれの個性

を生かす指導が十分ではなか ったと思 われ る。

学校教育 には,社 会 の変化に主体的 に対応す る能 力を育成す ることが期待 されてい る。 その

ためには,基 礎 ・基本 を重視す るとともに,自 己教 育力を高め ることので きる多様 で弾力的な

教育課程 の編成 が必要 であ ると考 え,次 の点 を考慮 しなが ら研 究を進 めた。

① 学校 ・学科 の実態,生 徒 の実態等 に応 じて,基 礎 ・基本 の徹 底 を図 ること。

② 生徒 の特 性や,地 域 社会 のニーズに応 じた,多 様な選択履修がで きるこ と。

第1学 年 では,中 学校 との関連 を図 りつつ,基 礎 的 ・基本 的な 内容 を充実 させ るため に,共

通な科 目を多 く履修 させ るよ うに した。 第2学 年 及 び第3学 年 では,自 ら学ぷ意欲 を高め,主

体的に学 習す る態度 を養 うため,多 くの科 目を選択履修す ることがで きるよう配慮 した。

具体 的な教 育課程 を編成 す るに当た っては,次 の5つ の タイプの学校 を想定 した。

1全 日制 課程普通科Aタ イ プ

進 学,就 職等多様 な生徒 のニー ズに応 じた学校。第1学 年 で 「産 業 社 会 と人 間 」(1

単位)を 全 員が共 通履修 す る。 第2学 年 か ら生徒 の進路希望等 に応 じて,文 系(2ク ラス),

理系(1ク ラス),総 合(5ク ラス)の 類型 を選択す る。

皿 全 日制課程普通 科Bタ イプ

学力が比較的高 く,生 徒 も保護 者 も大学への進学 を希望 してい る学校。 第2学 年 よ り生

徒の進 路希望等に応 じて,文 系(人 文,社 会 科学,国 際),理 系 の類型 を選択 す る。

亘 全 日制課程職業科

工業 科,商 業 科について検討 した。工 業科では,第1学 年 は共通履修 とし,第2学 年 よ

り学科 を選 択す る。 商業 科は第2学 年 及 び第3学 年 に 自由選択科 目をおいた。

N定 時制課程普通 科

第1学 年 で,基 礎 ・基本 の徹 底を図 り,第3,4学 年 で,多 様 な選 択を可能 に した。
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皿 全 日制課程普通科Aタ イプ

1教 育課程編 成の基本 的な考 え方

現行 の学科制度 は,普 通 科 と専門学 科 に二分 され,や や もす ると,普 通 科は進学 目的,専 門

学科 は就職 目的 と固定 的に考 え る傾向が ある。 この ような現状 を克服 す るため,生 徒 自らが適

性,興 味 ・関心,将 来 の進路へ の 自覚 を深め,こ れ を追求 で きる教育課程 の編 成を研 究 した。

研究 に当たっては,AI,A皿 の二つの タイプに分 けて検 討 し,Alタ イプは,専 門に関す る

教科 ・科 目を含め多様 な選択が可能な教育課程 と し,望 ま しい職業 観 ・勤 労観の育成を図 るこ

とをね らいと した。A皿 タイプは,大 学 ・短大等への進学 も可能 とな る教 育課程 と した。

生徒一人一 人の個性 やニー ズに応 じるために,従 来 の普通科,職 業科 とい う枠に とらわれず,

総合的 な専 門に関す る選 択科 目群 を開設 した。生徒の多様 な個性 を生かす とい う観点 で,学 校

選択 か ら生徒選 択へ と発想を転 換 し,社 会 の変化に対応 し,自 ら主体的 に考 え,判 断 し,行 動

す ることので きる資質 や能力を育成す る弾 力的な教育課程 の編成 を 目指 した。教 育課程 は,

(1}普 通教育 と専門教 育の連 携 を図 るため,専 門 に関す る選択科 目群 を開設 し,生 徒 自 らが

主体的 に選択 で きるよ うにす るとともに,体 系 的な学習 もで きるよ うに配慮 した。

② 第1学 年 は共通 の基礎 的 な教科 ・科 目を履修 させ るとともに,将 来 の進路 に関す る指導

を重視 し,キ ャ リアガイダンスを行 う。 そのため全 ての生徒 に 「産業社会 と人間 」を履修

させ,職 業 に関す る体験的 な学 習を通 して社会 の一一員 と して生 きて行 くために必要 な資質,

将 来の職業 生活の基礎,コ ミュニケーシ ョン能 力等 を育成す る。 また 自己の進路 への 自覚

を深 め,主 体的 に進路 を選択 す る動機 付 けとな るよ う科 目の指導内容 ・方法 を工夫 した。

(3)第2学 年 よ り生 徒の特性,進 路 などに応 じた教科 ・科 目の選択 を可 能に した。生徒 の持

つ能 力,適 性,興 味 ・関心 を最大限 に伸長 させ る とともに選択科 目の設定に当た っては,

進学(大 学 ・短大)理 ・文 系,専 門学校,就 職 と卒業後 の幅広 い分野へ の進 出が可能 とな

るよ う,第2,3学 年 では学年 を超えて履修で きる科 目を多 く設 置 した。 この ことに よ り

単位制 の趣 旨を生 かす とともに,異 学年 の交流に よ る学 習意欲 の増進 も望め ると考え た。

(4}英 語 ・数学 では単 位数 を増加 し,基 礎的 ・基本的 な内容の定着 を図 り,学 ぶ ことの楽 し

さや成就感 が得 られ るよ う配慮 した。専門に 関する選択科 目群 では,入 間 と しての在 り方

生 き方 を探 求 した り,将 来 の社会入 ・職業人 として社会 の 変化 に対 応 し,幅 広い視野 か ら

物事 を判断 す る能力や,自 らの課題 に主体的に取 り組 み,こ れ を解決 しよ うとす る態度,

創造性 の育成 を図 るため実践的 ・体験的 な学 習を重視 す る。
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全日制課程普通科AIタ イプの教育課程
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全 日制課程普通科AIIタ イプの教育課程
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科

保
体

芸

術

外

国

語

家

庭

産

業
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2教 育課程の特色

(1)教 育課程の編成

第1学 年は,必 履修科 目と必修選択科 目のみとし,基 礎的 ・基本的な内容の充実を目的 とし,

指導に当たっては習熟度別授業やティームティーチングを積極的に取 り入れ,指 導の効果を上

げる。 キャリアガイダンスを重視 し,「 産業社会 と人間 」を置 き,進 路指導を総合的 ・系統的 ・

継続的に行えるようにし,従 来のホームルーム活動の一部 という形態の指導ではな く,生 徒に

履修 ・修得させる科目として教育課程の中に位置付けた。この科 目の履修内容としては,

① 産業活動の体験

② 学校における複数分野にわたる基本的な実習

③ 社会人 との交流

④ 意見発表 ・討論

等が考えられ る。 この科 目を指導す る中で,望 ましい職業観 ・勤労観を育むとともに,自 らの

進路希望に応 じて,第2,3学 年での選択科 目の構成を考えるように した。

第2,3学 年は,生 徒の進路希望に応 じたクラス編成 とした。大学 ・短大進学 を目標とする

クラスは,受 験に対応す るだけでな く,進 学先の授業に適応できる能力の育成が図られるよう

な選択科 目を用意 した。専門学校あるいは就職などを目標 とす るクラスは,幅 広い分野の基礎

知識を学習す ることによって学習意欲を喚起 し,多 方面にわたる進路選択を可能に した。

また,生 涯学習の基盤を培 う。

② 教育課程のタイプと系列

第1学 年についてはAIタ イプ,A皿 タイプとも共通 とし,「 英語1」 は基礎 ・基本の充実

を図 るため標準単位数より1単 位増加 し5単 位 とした。

AIタ イプは第2,3学 年で,普 通科 目の履修は標準単位数 とし,選 択に進路希望を重視 し

た(生 徒のニーズを生か した)専 門に関す る選択科 目群を設置 し,就 職や専門学校への進学に

対応できる資質や能力を育成することを特徴 としている。

① 情報処理系は,コ ンピュータに習熟 し,情 報活用能力を育成することを目標 とし,専 門

学校への進学や就職希望の生徒を対象とす る。

② 流通経済系は,「 簿記 」「計算事務 」「文書処理 」の学習で簿記,珠 算,電 卓やワープ

ロ検定などの各種検定試験の合格を目指 している。 ビジネス ・経理事務系の専門学校への

進学や就職希望の生徒を対象 とす る。

③ 生活デザイン系は,「 美術 」「工芸 」と連携 した指導により,デ ザイン系の専門学校へ
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の進学希望生徒 を対 象 とす る。 ビ

④ 生活科学系 は・ 保健体育 ・家庭 と連携 した指導 によ り,看 護 ・医療,保 育,社 会 福祉 系

の専門学 校への進 学希望生徒や就職希望生徒 を対 象 とす る。

⑤ 食物文化系 は,家 庭 と連携 した指導 によ り,栄 養士 ・調理 師の専 門学 校への進学 希望生

徒 や就職希望生 徒を対象 とす る。

⑥ 環境科学系 は,「 生 物 」「化学 」と連携 した指導に よ り,バ イオテ クノロジー ・園芸系

の専 門学校 への進学 や,就 職 希望の生徒 を対象 と し,一 部 の科 目では実験 ・実習を行 う。

⑦ 人 間科学系 は,保 健体育 と連携 した指導に より,体 育指導者(イ ンス トラ クター ・トレ

ーナー ・地域指 導者 な ど)の 専 門学校 への進学 希望の生徒や就職希望 の生徒 を対 象 とす る
。

⑥ 芸術表現系 は,「 音楽 」「美術 」と連 携 した指導によ り,音 楽 ・音響 ・放送技術 ・アニ

メー ター系の専門学校進学希望 の生徒 を対 象 とす る。

⑨ 国際文化系は,外 国語 ・旅行業務系 の専 門学校進学 希望 の生徒を対象に外国語,地 理歴

史,公 民 と連携 した指導 に よりt国 際理解 教育 を進め る。

A皿 タイプ(文 系)は 第2,3学 年 において国語 で 「現代文 一古典1」,「 現代語 一古典

皿」の どち らか を必修選択 とし,自 由選択 での履修 も可能 と した。地理歴史 と外国語は全

科 目の履修 を可能に した。 さらに 「英語 皿」を2学 年 で6単 位 と し標準 単位数 よ り2単 位

増 加 した。

A皿 タイプ(理 系)は 数学,英 語 の基礎 ・基本 の徹底 を図 るため,「 数学1」 は6単 位,

「数学 皿」は5単 位 と標準 単位数 よ りそれぞれ2単 位増加 した。 「英語 皿」は1単 位増 加

し,5単 位 と し,ま た,選 択を活用すれば,数 学,理 科,外 国語の各教科 で全 ての科 目が

履修 で きるよ うに した。

3履 修,修 得,進 級 ・卒業 の認定 について

履修 と修得 を明確 に区別す るため,必 履修科 目の修得 を義務付 けない。生徒が履修 した科 目

は修得で きるよう,補 習 ・追試 ・課題提 出等の きめ細 かい指導 を行 い,で きるだけ進 級 ・卒業

が可能 となるように配慮す る。 また,選 択科 目を活用す ることに より未履修 科 目を再 履修 でき

る場 合は,進 級 を認め る。

な お,卒 業 に必要 な修得 単位数 は80単 位 とす る。
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4年 間行事計画

＼ 学
年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

螢 掌年

行 事

1 入学式
オリエン
テーシ9ン

ホームルー ム

合 宿
ス ポー γ大会 クラブ合宿 文化祭 体育祭 芸 術 教 室 マ ラソ ン大会 スキー 教室

2 ホームルーム
合 宿

スポーツ大会 クラブ合宿 文化祭 体青祭
倍 学
旅 行
芸 術
敬 室
ス キ ー 学 校 7ラ ソン大会

3 ス ゼーツ大会 クラブ合宿 文化祭 体育祭 芸 術 教 室 ス キ ー 学 校 卒 業 式

教科指導

1 基礎学力Yス ト基礎学力テスト基鍵学力テスト 各 科 補講 補 充 テ ス ト
各 科
補 講

補 充
Tス ト 各 科 補 講

2 学 習 合宿 各科 補講 補 充 テ ス ト
各 科
補 講
補 充
テスト 各 科 補 講

3 各 科 補講 補 充 テ ス ト
各 科
補 講
補 充
テスト

模試順定

1 実 力 テ ス ト 実 力 テ ス ト

z 進路 別 模鼠 進路 別模 試
進路別
摸 試
検 定 進陥別

模 試
検 定 進 路別 模試 進路別

模 試
検 定 進路 別 模 試 検 定

3 進略 別模試 進 路 別模試
進路別
模 試
検 定 進踏別模 試 検定 進 路 別模試 進銘別

模 試
検 定 検 定

進路指導

1 職 業 講 話 適 性 選 択
検 査 説 明

職 業 講 話 選択予備調査 選 択本 調 査

2 進路 説 明会 進路 説 明会 進 路 説明会

3 進 路説 明会
進 路模擬面揺
説明会K就職看)

模 擬 面 接
(進 堂者)

教青相談

z 個 人 面 談 教 青相談
個人面談
(選 択)

教 青
相 談

敷 育 相 談

2 個 人 面 談 教 育相談
個 人 面 談
(進 路)

個人面談
(変 更)

教 育
相 談 教 育 相 談

3 個 人 面 談
(就 職) 教 青相談

個 人 面 談
(進 学)

教 青 相 談 教 育 相 談

地域活動 全 地 域 美 化 地 域 美 化

『

地 域 美 化 地 域美化
地域スポーツ
指 導

地 域 美 化
祭 礼

地 域 美 化
スポーツ大会

地 域 美 化 地 域 美 化 地 域 美 化
祭 礼

地 域 美 化
7ラ'ノ ン大会

地 域 美 化
スポーツ大会

(1)学 校行事

全校あるいは学年 ごとの行事をで きる限 り多 く計画 した。 これらの行事を通 して生徒同士や

生徒 と教師,地 域の人 々とのふれあいを深めることができる。Aタ イプの学校の生徒は,就 職

専門学校 ・短大 ・大学への進学 と多方面に向かって自己実現を図ろうとしている。学校行事は

その多様な生徒の気持 をひとつにできる大切 な機会 で,そ の体験により生徒は集団への帰属

意識を高めることができる。また地域 と連携 した行事を通 して地域との交流を深め.,多 くの人

との心のふれあいを体験できる。実施に当たっては,ブ ロック制を導入 し他学年 との交流を図

る。また,将 来生徒が活動するであろう社会 を視野 に入礼 学校での活動が社会人 としての

活動の基盤づ くりとなるよう配慮するとともに,社 会 の一員として生 きて行 くために必要な資

質やコミュニケーション能力を養 うよう指導の工夫を図 る。

② 教科関連行事

入学直後か ら,漢 字,計 算,英 単語のテス トを実施す る。一定の基準に達するまで繰 り返 し

て行い,こ れからの学習に向けて基礎 を十分に身に付けさせる。第2,3学 年では,そ れぞれ

の進路に合わせた模擬試験を選択 し受験す る。各専門に関する選択科 目群では様hな 検定試験

を行事計画の中に位置付け,第2学 年から第3学 年にかけて,生 徒の計画に沿 って受験できる

ように し,将 来の職業生活に役立てる。 また,第2,3学 期の始 まる直前に各教科の補習と学
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期始めの補充テス トを実施 し,こ れまでの学習内容の定着化を図 るとともに,前 学期の各教科

の到達 目標に達 してない者には到達できるようにする。 これにより基礎 ・基本の習得を図り,

学習意欲が減退 したり学校不適応による中途退学などを防止する。

(3)進 路指導 ・教育相談

第2学 年からは,生 徒の進路に応 じたクラス編成をする。そのためには,進 路 目標を少 しで

も早 く決定することが必要で,第1学 年での進路指導を充実させる必要があ る。そこで,第1

学年で2回 の職業講話を行 う。初回は,社 会人講師の話を聞 く場 とし,社 会での一般的知識な

どを理解 させる。2回 目の進路説明会 では,第2学 年への進級にむけて卒業生の経験談を聞 く

機会などを設ける。 これらの進路に関す る学習を通 して,自 己の目標を達成するのに必要な学

習を自覚できるようにする。さらに,個 人面談や教育相談の機会をできる限り多 く設定 した。

生徒 と教師の面談を通 して,生 徒の抱えてい る不安や疑問を取 り除 き,自 己教育力を高める環

境を整えることができる。そのため,こ のタイプの学校では,教 育相談機能の充実を図る必要

があ る。

5今 後の課題

(1}現 行制度 では普通科 と専門学科に区分 されているが,専 門に関する選択科 目群 を各学校で

どのように位置付けるかにより,様 々な展開が可能 となり,特 色ある学校づくりが推進 され

る。 しか し,こ の学校に在籍す る生徒が転 ・編入学す る場合,修 得単位数,履 修科目の関係

で,課 題が生ずることも考えられ る。

② 専門に関する選択科目群は2～3単 位である。その中で,生 徒の希望を重視 しつつ,そ れ

ぞれの能力,適 性,個 性をより生かすことので きる指導方法や教材の開発をする必要がある。

(3)専 門に関す る選択科 目を担当する教師の確保が困難な場合は,当 該科 目に関する専門的知

識 ・技術を有す る社会人を市民講師として採用 し,多 様 な生徒のニーズに応えるとともに地

域の教育力を活用す ることが大切である。

(4}生 徒が持つ様 々な悩 みや進路の相談のため,教 師自らがカウンセ リングマイン ドを持 ち,

積極的に対応す ることが重要である。 また,専 門のカ ウンセラーを置くことも考えられる。

⑤ 近隣の学校(商 業科 ・工業科 ・農業科)や 工業技術教育センター等の関連機関 と協力 し,

施設 ・設備の活用を図ることが必要である。そのため,学 校間の連携と共通理解を図 るため

の連絡組織を設置することが重要となる。また,専 門学校での学習成果 を単位として認定 し

たり,企 業や研究所などでの現場実習を活用す ることも考えられる。
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皿 全 日制課程普通科Bタ イプ

1教 育課程編成の基本的な考え方

学習活動の基本は授業にある。授業を通 して基礎的 ・基本的な内容を確実に身に付けさせ,

毎 日の学習活動の積み重ねを通 して生涯学習の基礎を培 う。

また,特 別活動の指導を通 して生徒の自主性を養 う。 クラブ活動や学校行事に積極的に参加

し,自 主的に取 り組 もうとす る態度の育成を目指す。集団活動を通 して自らの役割や義務を自

覚するとともに,生 徒一人一人の個性や能力の伸長を図る。

その上,各 教科 ・科 目の学習や特別活動を通 して自らの在り方や生 き方を見いだす とともに,

他者とのかかわりにも気付かせ,こ れを尊重 し,協 力する態度 を養 う。

さらに,進 路指導を通 して,将 来の社会人 ・職業人としての生 き方を考えさせ,正 しい勤労

観や職業観を身に付けるための活動を計画的に推進す る。

2教 育課程の特色

生徒の興味 ・関心,適 性等に応 じて,自 己実現の道を開 くため,第1学 年では基礎 ・基本を

重視 し,全 ての生徒が共通 して履修す る教科 ・科 目を多 く設定 した。 「英語1」(2単 位)と

「数学A」(2単 位)を 必修選択 としているが,4月 末 までに十分個人指導を行い,自 らの進

路希望に応 じて,履 修科 目を5月 に登録させる。第2学 年で進路 を変更した生徒 には,改 めて

履修が可能となるよう配慮 した。

第2学 年では,多 様な選択科 目を開設 し,文 系,理 系の類型別 コースを設けた。必修選択は,

生徒の興味 ・関心に基づいた主体的な学習を通 して思考力を育て,学 習意欲を高めるため,そ

れぞれの コースに応 じ,教 科の枠を超えた特色ある科 目を設置 した。この選択科 目は,生 徒の

自主的な学習活動を重視するためできるだけ少人数で行 う。評定は生徒の研究発表,レ ポー ト,

自己評価表等の多様な資料を活用 して弾力的に行 う。 また,文 系では「英語H」(4単 位中の

2単 位),理 系では「数学B」(2単 位)に,そ れぞれティームティーチング,習 熟度別学習

を取 り入れ,き め細かい指導を行 うとともに授業の形態を工夫 し,学 力や学習意欲の向上を図

る。国公立大学受験者には,受 験に必要な教科 ・科 目の選択がで きるようにす る。

第3学 年では,自 由選択科 目の中に既に履修 した科 目の深化を図 るとともに,応 用力を身に

付けさせる科 目を開設 した。

3履 修,修 得,進 級 ・卒業の認定にっいて

必履修科目及び生徒が登録 した科 目は,原 則としてすべて履修す る。履修 と修得を区別 し,
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全日制普通科Bタ イプの教育課程

教

科

科 目

標

準

単

位

数

1年 2年 3年

必

履
.

修

必

修

選

択

文 系 理 系 文 系 理 系 自

由

選

択

必
履
修

必
修選
択

必
履
修

必
修選
択

必
履
修

必
修選
択

必
履
修

必
修選
択

国

語

国 語 且 4 4

国 語 皿 a

国 語 表 現 2
　

4現 代 文
..一 一..一..一 「一一

3 2 3 2-十

現 代 語 2

古 典1 3 3 2

古 典 皿 3 3

古 典 講 読 2 z

地
哩

歴

史

世 界 史A 2 z

世 界 史B 4 1 3-.
Eゴ ー 一 一 一 一2

一一 『 一 輔印 一 一 一 ■一一 一 一 層一一
2.3
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学習内容を理解 し,目 標に到達 した場合は,学 年末にその教科 ・科 目の修得を認定する。学年

制を基本 としつつ第1,2学 年を通 して未修得の単位数が10単 位未満の者は進級を認定する。

ただし,各 学年で履修 した科 目に関 しては,補 習 ・追試 ・課題提 出などを行い,修 得できるよ

うに配慮す る。教科 ・科 目の履修単位数は80～90単 位であり,卒 業に必要な修得単位数は80

単位とした。

4時 間割編成例(月1回 第2土 曜日が休業 日)

(1)1学 年共通 第1週 第3週 第4週 箪5週

月:火 ・水 木 金 囑 土

-
・

2

3

国1

数1

英1

纏 蜘 」華1:剛1⑱
●1 .,英1蜘 、1纏 ㊥
英1⑳ 国1蜘 .}ヤリアガ⑱

願 ⑳bA勧
体HR ,.⑩.

4
・

5

6

y

㊥ 育 クラ溜 体育
(2)2学 年文系(人 文 コース)

廼⇒

ま
第

剛
照

に
※以下,2,3学 年も

同 じパ ターン

2学 年文系(社 会科学コー ス)

月 火:水 木 金 土 月 火:水'木'金:土

1

2
・

3
・

4

蜀
⑭
英皿

⑭1柵
古1
,現 文

鈎1如
RE

'

古1

⑱
⑭
英皿

働轟
古1キ ヤリアガ

1

2

3

4

5

s

現文

英皿

⑭"轡

体育

世B:現 文
'r

英皿

f="1'

、u

RE

英II

世B

保健

@
HR

RE

現文

古1

㊧
体

麹 ・(⑳

声171勧
世Bキ ヤリアガ

英 皿 世Bイ ダ以 ⑭ イダンス
5
・

6

境文 体 HR保 健
'

現文

世B 育 クラブ 体育 RE 古1 クラブ 育 箇
※O印 の科目は、必修遺択(全 学年)で ある。選択科目等について、以下に説明する。OA・ ・オ

ーラルコ ミュニケー ションA
、⑭ ・数学A・ 英語L⑭ ・物 ・化 ・生 ・地IA,IB

物 ・化 ・生 ・地IB,⑭ ・躰 史B・ 魑B、(愈 ・理IB・ 英III,⑱ ・日本文学鰍A

・B 、(趣 〉・経済学入門 ・数学 皿その他、RE・ ・リーデ ィング

2学 年文系(国 際コース)2学 年理系

月 火 幽 水:木 噸 金.土 月 火:水 木'金:土

1 現文 英 皿:RE 英II 英皿(⊆嘱 1

2

3

4

5

現文:体:数II:数B響 数II:⑳

2 古1 世B

'曾

現文 古1

禦
世B(璽 う

げ

現文 キヤリアガ3 体 ⑭
轡
古1

⑱
HR

釦1育 ⑳ 厳 嘩 麺 ≧

嘩@如:⑭ 衰蜘 帰
4 育 -

世B

⑭ イダンス
RE

英 皿 R麺 ㊥ 如:1保醐願
5

6

英II 禽 数曲R⑳ ∴曾 』

面 両'

禽

V クラブ 保健 体育: fi 幽
巳'■ ・

(亘垂〉:クラブ 体育:勘:
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(3)3学 年文系
噂3学 年理系

月 火1水'木 ・ 金 『 土 月 火 水:木 金 土

1 現文:政 経 RE 世B wx 國
圃

数C

現文

政経

数皿2 RE'WR 現文 政縫 体育

1

2

3

4

現文:数C数 皿
げ ■ 「

RE:政 経 ・RE

⑳
⑳

3
・

4

⑭,、 体.

世B育
⑭
WR

RE

醜'

現文

圃

JJ

麺,⑳.体
WR'WR 育

⑳RE
WR 体育

5
・

6

囲 國 耳R圃 図 5

6

匝駐團
画,匡團

HR 國,國,.」

庸剴櫛堀クラブ1体矧 胎地1 クラブ垣 壷1:i古英1

崇ロ印の科目は、自由選択で3学 年に設けてある。

遺択 科購 の説明は、以下の通りである。(⑭ ・LLB習 その他 ⑳ ・世界史A・B

2学 年理系⑭ ・日本史A・B・ 地理A・B,⑱ ・数学特講 ・科学史その他.3学 年(巨

聖h日 本史B・ 地理B、WR・ ・ライティング、匿理・・古典 皿・世界史B、 圖 ・・小論文 ・数学1
・皿、[亘璽・・日本史B・ 地理S・ ・倫理 ・地学皿その他、[亟}・ 体育 ・保育 ・福祉その他.

⑳ ・・物 ・化 ・生 ・地L匿 野 古典1・ 英III,圃 ・日本史B輪 理そ碗 國 ・糎 ・

化学 ・生物演習、画 ・世界史B・ 数学演習その他、

5キ ャリアガイダ ンス(第1,2学 年)

(1}目 標

自己の在り方生 き方を見つ

め,進 路 を考え,望 ま しい職

業観 ・勤労観を養 う。職業理

解 ・進路適 性 を基 に,自 己の

目標の実現 を図 る。

{2)指 導 の重点

職業体験学習を深め,進 路

適性を正確かつ具体的に捉 え,

進路の自主的な決定 とその実

現 に努 め る。

(3)学 年別指導 目標

(4}年 間指導計画

月 内 容
4月 第1回 進路希望調査(1年)

第2回 進路希望翻査(2年)

5月 働 く意義 ・目的を把握(1年)

オ リエンテーション合宿(1年)

「進学講話」,大 学及び学部説明会(2年)

6月 「職業躍話」,進 路説明会(1年)

卒業生との懇談会,合 格体験発表会(2年)

7月 職場見学(1年),三 者面談(2年)

9月 職業適性検査(1年),進 路適性検査(2年)

10月 企業体験,進 路適性検査(1年)

小論文指導開始,口 業と学部を知る(2年)

11月 三者面談(1年),大 学 ・短大見学(2年)

12月 グループ学習 「職業と学間」(1年)

進路希望決定(2年)

1月 「経済動向と就職」学習(1年)

進学と教科を撮る(2年)

2月 作文 「私と職業」(1年)

進路計画作成(2年)

3月 進路計画作成(1年)

大学入試センター試験ガイダンス(2年)

第1学 年は,自 己理解を深

め,勤 労体験学習を重視す る。

第2学 年 は,自 己の能 力 ・

適性を捉え,目 標を具体化 し,

その実現 を 目指す。
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6年 間行事計画

以下に示す年間行事により,人 間としての在 り方生 き方を考える指導を充実す る。なお,期

末考査終了後の授業形態を工夫することにより,各 教科 ・科 目の授業時間数を確保する。

「第1学 年 オ リエンテーション合宿」:高 校生活への適応を図るとともに,こ れからの 目標

を明確に し,生 徒相互や教師 との人間関係を深める。

「第2学 年進路説明」:卒 業生か ら進路を決定 した時の経緯を聞き,自 らの進路や適性を具体

的に考える。

月

日

4月

1

2

3

4

5

奪

雪
10

it

12

13

1琳

・日
后
屋

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

お

η

28

行事

春季休業日終

業式,入学式

①履修説明

PM生徒総会

HR,ク ラブ

5月

行事

憲法記念日

国民の休日

こどもの日

①雇修豊録

6月 7月

行事 行事

HR,ク ラブ

舎宿

HR,ク ラブ

HR,ク ラブ

HR,ク ラブ

κ授業例クラ

M授業囲クラ

M②③進路説明M授 業PMクラ

M授業

実力テス ト
一査考

.

聞中

、ー

↓

PM各種検診

蜜㊧ みどりの日 匡

HR,ク ラブ

M授業PHクラ

綾業式

季休業日始

醐 囲

-

●

開校記念日

圖
・
宿
　
合習学②「匹

」
匝
降ブラ汐RH

8月

行事

部活動合宿

9月

行事

ハ
U

¶
↓

り
0

り
0

学校裁量

オリエンテーション

業式s実 力テス

HR,ク ラブ

PM体育祭予行

体育祭

敬老の日

HR,ク ラブ

秋分の日

購
体

季休業日終

HR,ク ラブ
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「第3学 年進路説明 」:進 路指導に関する情報を基に,進 路の決定についての理解を深める。

「第1学 年 ・第2学 年学習合宿 」=自 ら学習する習慣を身に付ける。野外活動等 も取 り入れ,

各教科等の学習ばかりでな く,広 い知見と=豊かな情操 を養 う。第1学 年は春季休業中にも行 う。

「芸術教室 」:わ が国の伝統芸術に直接触れることにより,文 化 と伝統を尊重す る態度を育成

するとともに情操 を高める。 また,優 れた芸術に対す る感動を通 して,感 性を育む。全学年対

象。

「文化講演会 」:講 演を通じてさまざまな文化に触れ,豊 かな心を育む。全学年対象。

日

1

2

3

4

5

6

7

10月

行事

都民の日

芸術教室

11月

行事

文化の日

12月

行事

HR,ク ラブ

1月

行事

元日

2月

行事

1②

ラ ソン大会

3月

行事

査考聞中

ー
匡
矧
回
因

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

HR,ク ラブ

避難訓練

　1;鰍繕 ご

27

28隊

Zs

30

31

困HR,ク ラブ

②修学旅行

1学校裁量

HR,ク ラブ

ド
M授業餅クラ

h[授業

蝦 業PMク ラブ

M授業pMク ラ

M授業PMク ラ

勤労感謝の日 皇誕生 日

PM文化轍 会 版業PMクラ湘1

休 国 醸 式 灰囹
休舶 鰍

②スキー継 困声目
倭

HR,ク ラブ

_1
学校裁量

年度末考査

M② スピ ーチコンテスト

識

HR,ク ラブ

卒業式

球技大会

案返却,球

答案返却

春分の 日

弁論大会決

②スピーチコンテスト

瞬 田R,PMク ラブ

修了式

r

季休業日始

①学習合宿
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】V全 日制 課程 職業 科

1工 業科の教育課程

{1)教 育課程編成の基本的な考え方

科学技術の進歩や,産 業構造 ・就業構造の変化等,社 会の変化にともなって,職 業人に必要

な資質 ・能力は変化 している。一方,工 業高校には,能 力,適 性,興 味 ・関心,進 路等の多様

な生徒が多 く在籍 しており,中 途退学者の問題や,学 習指導 ・生活指導上の課題に直面してい

る。 したがって,高 等学校教育では,生 徒の主体的な選択を重視 した教育,人 間としての在 り

方生 き方に関す る教育,個 を生か した指導,自 己教育力の育成等が求め られてい る。

ここでは,新 学習指導要領の趣旨を踏 まえ,工 業科としての高い専門性を確保 しなが ら,し

か も既設の工業高校の中で生徒の個性を生かすことができる教育課程について検討 した。その

結果,

① 第1学 年では中学校教育との連続性 を考慮し,機 械科,工 業化学科などの各学科の枠を超

えて共通の教科 ・科 目を履修 させる。また,習 熟度別学習を取 り入れるな(L基 礎 ・基本を

重視するとともに,自 己の能力 ・適性を発見させ,進 路意識の確立を図り,第2学 年 におけ

る学科選択の準備をさせる。

② 第2学 年か ら,生 徒の興味 ・関心,進 路等に応 じて各学科を選択させ,各 学科ごとに必要

な科 目を履修 させ るとともに,普 通教科 ・専門教科にまたがる多様な自由選択科目を2科 目

6単 位設置 し,生 徒が主体的に学習できるよう配慮 した。

③ 進学を希望す る生徒には,普 通科 目を8単 位多 く履修できる基礎工学科を選択させる。生

徒の選択の余地が少ない従来の教育課程と異なりr自 己についての認識が十分でない生徒が,

高校の3年 間を通じて自己の能力 ・適性 を認識 し,自 己教育力を高め,自 己の進路を見いだ

せ る教育課程となるよう配慮 した。

(2)今 後の課題

① 生徒が,各 学科や教科 ・科 目を適切 に選択 し主体的に学習できるようにするために,ホ ー

ムルーム活動等において,進 路指導,ガ イダンス等を計画的に実施する必要がある。

② 各学科を選択する際,他 校における科 目を選択できるなど近接校間の連携も大切である。

③ 地域の実態や学校の特色に応 じた一括募集による入学者選抜や,学 科を超えたホームルー

ム編成等についても検討する必要がある。

一16一



③ 編成例
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国 国 語Q 4 邸 機 械 実 習 X 4 4

現 代 文 4 3 機 機 械 製 図 X 2 2 2

語 現 代 語 2 2 工 業 数 理 3 3

古 典1 3 D 情報技術基礎 2 2

課 題 研 究 2 2

地 世 界 史A 2 2 械 機 械 工 作 D 2 3 3
理
歴
史

日 本 史A

地 理A

2

2
1

Czz
機 械 設 計

原 動 機

電 子 基 礎

舗
四
D

2

2

2

3

公

民

現 代 社 会

倫 理

政 治 経 済i

4

2

z

…　

1
1

1

一4

2

2

科 計 測 ・ 制 御

電 子 機 械

自 動 車 工 学

脳

D

2--8

邸
想

蜀

F
数 学1 4 4

ii
専 門 科 目 計 10 12 囲 1G 岡

数 数 学 皿 3 3

数 学 置 3 1△3
i1

学 数 学A 2 12!{ 1 工 業 基 礎 3 3

数 学B 2 旨

1 D 工業化学実習 X 6 6

1 1 工 工業化学製図 〉< z

物 理IA

理1物 理1B

化 学IA
己

2

4

z

1
2

2

1

巴
業

工 業 数 理

情報技術基礎
課 題 研 究

3

2

2

3

2

z

科陛霧田 弓
2

誉4 化 工 業 化 学

化 学 工 業

.:

舗

3

3

3 3

噛
.叫

… 子 化 学 工 学 3-4 3

保 体 育17～9
1

21 2 3 化学システム技術 討 2

体 保 職2 ・1 ll
I 科 環 境 工 学 8寸0 β

芸 音 楽i 2 r-2 i

1 1

セラミックス材料

生物 工学 基 礎

四
舗

a3

翻

美 術il2
1工 芸 肚2

術2書 道II2

一2

-2

2

i
1
1

専 門 科 目 計 10 12 ㈹ 16

i

㈹

i ll
1

英 語i4 3 2
1

i
工 業 基 礎 3 3

英 英 語EI4
1
1 …

1 13 工業化学実習 ・」;< 6 6

1オ ー ラル ・Al2 1 2 基 工業化学製図 X 2

コミニュB2
Ii

[ 工 業 数 理 3 3

1ケ ーションC i 1 礎 情報技術基礎 Z z

語 り一 テ ィ ング4 1 超 課 題 研 究 2 2

ラ イテ ィ ンク4 D 工 工 業 化 学 D 3 3

[ 化 学 工 業 D 3

家

庭 家 庭 一 般4
l

l
2 2

学 化 学 工 学
化学システム枝術

3-4

踊

科 環 境 工 学 8㌔10 鰯

普 通 科 目 計
18 2 11 4 i. 7 4 岡 セ ラミγクス初料 肘 出

苦8 生物工学基礎 D △3

専 門 科 目 計 lq 12 備 8 ㈹
履 修 す べ き科 目 計 84^一

豪 「実 習 」と「製図 」は,学 茂 学科及 び生徒の実態に応 じて適切な

選 択 科 目 計 述 単位数を配 当する。
昔印は基礎工学科における単位数』

ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 i 1 3学 年 における自由選択の専門科目は生徒の進路などに応 じた科 目を設

置す る。

ク ラ ブ 活 動 1 i 1

履 修 単 位 合 計 90～96
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2商 業

{D教 育課程編成の基本的な考え方

新高等学校学習指導要領には商業の目標 として 「商業の各分野に関す る基礎的 ・基本的な知

識と技術を習得 させ,商 業の意義や役割を理解させるとともに,経 営活動を主体的,合 理的に

行い,経 済社会の発展に寄与す る能力を育てる」と示 されている。

東京都では,現 在,商 業科,情 報処理科,国 際会計科,会 計科の4学 科が設置 されており,

ここでは商業科,情 報処理科,国 際会計科について取 り上げた。

商業高校の生徒数は減少傾向にあり,ま た生徒の多様化も進んできている。卒業後の進路 も,

さまざまな分野に及び,専 門学校などへの進学 も増え,ま すます多様化す ると予想 され る。学

校教育では基礎的 ・基本的な内容を確実に身に付けさせ,自 ら学ぶ意欲 と主体的に学習する意

志の形成.即 ち「自己教育力を育成 」することが重要と考えた。基礎 ・基本を重視 して自己の

興味 ・関心,適 性に応 じて選択できる体系的な教育課程の編成に当たり,① 社会の変化や技術

の高度化に対応し,② 生涯にわたって活用できる職業資格の取得が可能で,③ 課題解決能力や

創造性の育成を図り,④ 生 き生 きとして,自 己実現を図 る教育活動の展開をめざし,⑤ 生徒の

進路希望を生かす ことを基本的な考え方として検討 した。

第1学 年では基礎 ・基本を特に重視 し,中 学校教育との連携 も考慮 して必履修科 目のみとし,

ホームルーム活動だけでな く,あ らゆる機会 を活用 して自己発見につとめさせ,進 路意識を高

め,選 択科 目の心構えを養う。

第2学 年では,生 徒の実態に即 し,学 習の補充を目的として「国語1」,「 数学A」,「 英

語1」 のうちから2単 位を選択 させることとした。

第3学 年では,単 位制の趣旨を生かす とともに,興 味 ・関心,適 性,進 路に応 じた学習が可

能となるよう普通教科で2科 目5単 位,商 業教科で1科 目3単 位の自由選択を設けた。

また 「課題研究 」を第2,3学 年で履修 させ,実 際的 ・体験的学習の充実を図り,課 題解決

型学習を重視するように した。

② 今後の課題

① 自由選択の意義を積極的に活かすよう,教 師の意識改革 と指導力の向上が重要である。

② 生徒が主体的に科 目選択できるよ うに,早 くからガイダンス等を計画的に行 う必要がある。

③ 多様な選択が可能な教育課程を編成するので,施 設の充実,教 員の数を増加することを検

討する必要がある。
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V定 時制 課程 普通 科

1教 育課程の基本的な考え方

定時制高校には,そ れぞれの 目的意識を持って働 らきなが ら学び,卒 業後,再 就職や上級学

校へ進学を希望 している生徒がいる。それらの生徒は,職 場での社会常識を身に付けることに

より,「 勤労 」と「勉学 」に対 して堅実な考えを持っている。また,欠 席も少なく,学 校行事

に積極的に参加 し,所 期の目標を達成す る生徒が多い。 しかし,一 ・方では,全 日制高校を希望

しながらもそれがかなわず不本意ながら入学 してきた生徒 もいる。それらの生徒の中には,昼

間職に就かず,無 為な時間を過ごすことから,精 神的充実感を持てず授業に集中できないもの

もいる。定時制で学ぶ生徒の多 くは基礎学力に乏 しく,学 ぶ楽 しさや喜びを味わった経験が少

ないという実態がある。学校行事においても主体的に活動 し,自 主的に リーダーシップを発揮

したり,全 体に奉仕 したり協力したりす る経験をもつ生徒は少ない。また,人 間関係を構築す

ることが不得意な生徒 もいる。

このような実態に応 じて,夜 学ぶ という定時制高校の特色を生か して,① 基礎学力の充実,

②多様な選択科 目の設置,③ 学校行事 と教科 ・科 目の授業連携の柱を立て,学 校生活の中で充

実感や成就感が得 られ る教育課程の編成を検討 した。検討に当たっては生徒の能力,適 性,興

味 ・関心,進 路等を十分に把握 し,基 礎的 ・基本的な学力を身に付けさせ るようにした。 さら

に,互 いに協力 して学校行事等を成 し遂げようとする態度や責任感の育成を図るよう配慮 した。

また,教 科の枠を超えた指導内容や指導方法について も検討 した。

2基 礎的 ・基本的内容の習得

多 くの生徒の中には,高 校で学習する教科 ・科目の内容をただちに理解することは難 しい生

徒 もいる。 したがって,指 導に当たっては中学校での学習内容 との関連を十分に図ることが必

要である。そこで,第1,2学 年に必履修選択科目として「数学1」 「国語1」 の基礎構座を

2単 位置いた。 これ らは,学 年を超えた学習形態に し,複 数の教師により指導することが望ま

しい。また,学 習習熟度別の学習や生徒相互に教え合 うことので きるような学習形態の工夫も

必要であろう。

基礎的 ・基本的内容の習得を図 るには,全 ての生徒が授業に集中することが大切である。ま

た,学 習内容を細分化 し,ひ とつのステップが理解できるかどうか検証 しながら授業を行い・ さ

らに 細分化 したものを改めて組立てることが必要である。それぞれの高校の実態 と教科の内容

を考慮 して,年 間授業計画の中で様 々な授業形態を取 りなが ら,充 実 した授業にする。
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「数 学1」 「国語1」 の基礎講座 では,基 礎 学 力を定着 させ るため1ζ反復学 習を大切 に し,

これ を可能にす るノー トの取 り方 を具体 的に指導す る。学 力を身に付 けるには,繰 り返 し学 習

す ることが大切 で あるこ とを 自覚 させ る必要 があ る。

5多 様な選択

生徒 が 自らの特性 に応 じた圭体 的な学 習を進 め るには,生 徒が 自由に選択 で きる教育課程 を

編成 し,豊 か な個性 を育 む ことが重 要であ る。主体 的に選択科 目が決定 で きるように第2学 年

で カ リキュ ラムガイ ダンスや教育相 談を行い,学 校 不適応の解消 に も配慮す る。

この教育課程では,第1,2学 年 で基礎 ・基本 を十 分に習得 し,第3,4学 年 でそれぞれ の

進路希 望に即 した科 目を選択 で きるように した。 またそれぞれの個性の伸長 を図 るため 「国語

一地理歴史 一公民 」「数学 一理科 」 「外 国語'=:業 」と3つ の選択教科群 を設 置 した。文系 の

大学等への進学 を希望 す る生徒 には,英 語,国 語,地 理歴史,公 民 を選択で きるよ うに した。

理系の大学等へ進学 を希望す る生徒 は,第3学 年 では△印1科 目,▲ 印2科 目,第4学 年 では

△印1科 目,▲ 印3科 目を選 択で きる。 就職 等 を希望す る生徒 は,「 外 国語 一商業 」か ら5科

目を選択 で き,卒 業後 の職業生 活に役立つ よ う配慮 した。

十分 な基礎 ・基本 の習得 の上 に,各 生 徒の能力 を伸長 させ ることに より,一 人一人 の生徒の

自己啓発 を もた ら し,そ の ことが学校の活性化 を図 るこ とにつなが る。 さらに,学 校への帰 属

意識 も高ま ることが 期待 で きる。 また,そ れぞれ の生徒が興味 ・関心 に即 した科 目を選択 し,

充実 した授業 を体験 す ることに より学 ぶ喜 びや充実感 を体得 して,自 主 的に学 ぽ うとす る意欲

が生 まれ,ひ いては思考 力,判 断 力,表 現 力を養 うことに もな る。

4学 校行事 と教科 ・科 目の授業 の連携

多様 な選択 のバ リエーシ ョンの ひ とつの例 として第3,4学 年 に以下の ような こころみ を考

えた。

① 「国語表 現 」と「声楽 」を選択必修科 目と した。r国 語表 現 」の 目標 を広 くとらえ,演 劇

を中心に 表現 力の育成 と,協 同作業 を通 しての協調性 ・責任 感の育成 に重点 を置い て指導す

る。 古典芸能 ・演劇 の鑑賞や,文 化祭 での創 作劇 の発表等 を通 して,「 聞 き,読 み,書 き,

話 す 」とい う国語の学 習の 目標 をみ たす と考え られ るため である。同様 に,「 声楽 」は,コ

ー ラス を中心 に,オ ペ ラや ミュージカルの鑑 賞会等 によ り授業 を行 う。最終的 には,文 化 祭

での発表 を 目指す。

② 商業の 「課題研 究 」を設 けた。働 きなが ら学 ぶ生徒 た ちに,あ らためて,職 業の意義 を考

え させ,こ れ までの 自分 の生 き方 を振 り返 り,望 ましい職業観 をもたせ るよ う考え た。生徒
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が 「職業 と人間 」「流通経済の実態 」「賃金 と休暇 」等様 々なテーマを設定」 調査 ・研究す

ることが考えられる。

③ 選択A,選 択Bを 設けた。選択Aで は,就 職を前提に,商 業科の科目の履修と検定試験を

通 した資格取得を目標 とする科 目を設けた。いずれ も日商4級 程度以上の合格を目標 とし,

第3,4学 年でそれぞれ別の科 目を履修 させる。職業人 としての自信と自覚を求める科目と

言ってよい。選択Bで は。教科や科 目の枠を超えた内容を取 り上げ,生 徒の興味 ・関心に応

じて 「アメ リカ史 」「生活数学 」「古典芸能 」「役立つ科学 」「エアロビクス入門 」「地球

環境 と人間」「野球 」「サッカー」等,学 校の実態にあった様 々なその他の科 目の設定も考

えられる。また,他 校と連携 し,自 校以外での学習成果の単位認定を検討することも考えら

れ る。

④ 地理歴史にその他の科 目として「地域研究 」を設けた。 これは,修 学旅行の活性化と内容

の充実をめざし,事 前研 究,実 地体験 事後報告の3段 階に分けて指導するものである。

5今 後の課題

① ティームティーチングやグループ学習を効果的に実施す るためには,高 校の実態に即 して

年間指導計画を具体的に作 る必要がある。

② 入学時,第2学 年時に,生 徒の興味 ・関心,適 性,能 力,進 路等を正確に把握 し,ホ ーム

ルーム活動を通 してきめ細かい指導やキャリアガイダンスを実施することが必要である。

③ 学校行事と教科 ・科 目の連携 を図 る選択科 目である,「 国語表現」「声楽 」,選択B,「 地

域研究 」の指導に当たっては,地 域社会 との連絡を密に して,市 民講師等を活用することが

必要である。.

④ 多様な選択科目を実施 し,生 徒の興味をひ く魅力あ る授業を創造するためには,施 設 ・設

備の改善が必要である。例えば,演 劇の学習を行 うには,舞 台のある視聴覚機材の整った教

室が必要である。また,こ の教室は,学 校行事(予 饒会)等 でも有効に利用できる。 「数学

1」 「国語1」 の基礎講座でゼ ミ形式の授業や習熟度に応 じた学習を行 うには,普 通教室と

は雰囲気の違 う小教室が必要である。

⑤ 教員の専門分野での研修は,当 然のことであるが,多 様な選択を実施 していく上で専門分

野以外の幅広い研修を充実させ,教 科の研修の機会を与え,教 員の能力を有効に生かす努力

が必要である。
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V[ま とめ と今 後の課 題

1ま とめ

平成6年 度から予定されてい る,新 学習指導要領の実施まであとわずかとなった。東京都教

育委員会は本年3月 「東京都公立高等学校教育課程編成基準 ・資料 」を作成 した。教育課程は.

地域や生徒 の実態,学 科の特色を十分考慮に入れて編成されなければならない。本研究では,

都立高校が抱えている様々な課題を考慮にいれ,最 も重視すべきテーマとして,「 自己教育力

を高める弾力的な教育課程の編成 」を決め,5つ のタイプの学校の教育課程について,検 討 し

てきた。ねらいと成果は次の通 りであ る。

(1)普 通科Aタ イプ 学年を超えた多様な選択を可能とし,生 徒の希望やニーズを生かせる。

② 普渾科Bタ イプ 目的意識の明確な生徒の向学心をより一層生かせる。

⑧ 工 業 科 第2学 年で学科の選択が可能 となり,個 性の伸長と学習意欲の向上が

図れる。

(4)商 業 科 選択科目の拡大により,自 己教育力を高め個性伸長が図れる。

(5)定 時 制 基礎 ・基本の徹底を図ることにより,生 涯教育の基礎 が培われ る。

また以上の 他に研 究の過程 で出 された アイデアは次の通 りであ る。

(1)中高一貫教育{21前 期 ・後期 の二期制(3}他 校 におけ る授業 の単位 認定や施設等の利用

{4)工業 高校 間におけ る第2学 年 か らの転・編入学(学 科 選択)(5)全 日制 普通科Bタ イプにおけ

る「英語 皿」の代わ りに 「オー ラル コ ミュニケー シ ョン 」「 リーデ ィング 」「ライテ ィング 」

の履修(6)学 校行事 の精選及 び授業時数 の確保 等

2今 後の課題

ω 選択制 を大幅に取 り入 れてお り,生 徒への ガイダ ンスに相 当の時間 をかけ る必要が あ る。

(2)選 択科 目の一 層の拡 大が必要であ る。

③ 多様 な教 育課程の編 成に対応 しうる教 員,施 設 ・設備 の確保に つい ての検討が急がれ る。

(4}進 級 ・卒業 に関す る規定 については各 学校の実態 に応 じて検討 す る必要が あ る。

(5)特 別活動 の指導計画の作成 に当た っては,系 統的 ・継続 的な進路 指導 を行 う必要があ る。

今後 ます ます多様化す る生徒の実態 に応 じて,各 学校 が創 意工夫 を こら して弾 力的 な教育課

程を編成 し・特色 あ る学 校づ くりの推進 をす るこ とが求 め られてい る。そのためには,何 より

も,各 教師の意識 の変革が望 まれ る。
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